
年8月3日（金）～4日（土）の2日間、東京メトロ銀座線三越前駅にて「福島産直市」（主催：東京メトロ、共催：島
県：中央区）が開催され、全農福島は今が旬の「福島の桃・あかつき」を販売しました。
東日本大震災以降、東京メトロ様の復興支援の一環として始まりましたが、すっかり福島の美味しい桃の販売とし

て
今年は桃の開花が例年より10日ほど早まったことから、主力品種の「あかつき」の出荷も前倒しとなり、福島産直

市にピッタリのタイミングとなりました。さらに、雨が極端に少ない今年は、小ぶりながらも例年にない糖度になっ
ています。
販売が開始されるとの列となり、最後尾をお知らせしながらの販売となりました。桃と併せて、福島夏野菜の

「きゅうり・トマト・ピーマン」等も同時販売、こちらも終了時間を待たず早々に完売となりました。
「帰りに買おうと思ったのに売り切れ？」「明日は来れないし・・・。」とお求め頂けなかった皆様申し訳ありま

せんでした。また、来年販売させて頂きます！

「ふくしまの米」求評懇談会を開催

JA全農福島だより ～令和4年度 12月号～

11月14日（月）郡山ビューホテルアネックスにおいて「ふくしまの米」求評懇
談会を全国の主要取引先、行政、ＪＡ関係者から合計34名が出席し開催いたしま
した。

産地代表として管野ＪＡ福島五連会長、取引先代表として㈱むらせ村瀬社長様よ
りあいさつをいただいた後、全農から全国の米穀情勢と４年産の作柄等、産地の取
組みとして「販売方針」と「販売計画」について報告いたしました。また福島県か
らは「ＰＲ施策」を説明しました。

「ふくしまの米」に関する意見交換では北海道から沖縄までの出席された取引先
様から、福島県産米の使用状況等が紹介された他、ご意見・ご要望をいただきまし
た。

求評懇談会終了後に開催した懇親会では、「福、笑い」「コシヒカリ」「天のつ
ぶ」の福島県産オリジナル米の３銘柄を食べ比べしていただきました。そのほかの
食材として福島牛福島県産の農畜産物を使用した料理を振る舞うなど福島県の魅力
発信をおこないました。

米穀部米穀販売課

取引先代表の(株)むらせ村瀬社長

営農支援部 TAC推進課課

産地代表の管野ＪＡ福島五連会長

11月19日（株）福島県食肉流通センターにおいて、
第55回JAグループ福島肉牛枝肉共励会を開催いたしまし
た。

共励会は県内の和牛肥育農家が丹精込めて育てた福島
牛を出品し、日頃の飼養管理技術の成果を確認する場と
なっています。

せり前日には購買者との懇談会を開催し、県内外での
福島牛の評価や、購買者が求める枝肉について意見交換
をおこないました。

せり結果はＪＡ東西しらかわ 大河内則子氏の出品牛が
最優秀賞を受賞し、枝肉重量700.5kg 枝肉金額5,003
円で（有）七海食品様(写真)にご購買頂きました。

現在コロナ禍で牛肉の荷動きが悪い中ではありました
が、活発なせりを開催することができました。

～第５５回 JAグループ福島肉牛枝肉共励会開催~
畜産部 畜産販売課

11月17日JA福島ビルにおいて、県内ＪＡ－TAC管理者・担当者約40名が参加し、ＪＡの
活動のレベルアップとＴＡＣのモチベーション向上を目的として「ＴＡＣパワーアップ福島
大会」を開催しました。

午前の部では、福島地方気象台の高橋調査官から「農業気象について」と題して、近年の
地球温暖化による今後の気象変貌や気象情報の入手及び活用方法、農業技術との連携など農
業災害に対する備えに役立つ情報や取組について講演をいただきました。

「ＴＡＣパワーアップ福島大会」開催

約40名が参加した福島大会

懇談会の様子（意見交換）

懇親会で提供した県産オリジナル米

午後の部では、「農業ＩＣＴ技術を活用した営農支援」「農業労
働力支援の取組」「ＧＡＰの取組」等、本会の担い手・法人経営
体への支援活動について取組を共有しました。

担い手支援活動は、年々専門的で幅広いものとなっております
が、今後も更なる活動のパワーアップを目指して進んでいきたい
と思います。
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福島発キュウリビズ 愛情込めてキュウリ栽培大作戦 審査会

園芸部 園芸課

全農福島と福島民報社、JA福島中央会は、１１月４日（金）福島民報社にお
いて「福島発のキュウリビズ 愛情込めてキュウリ栽培大作戦」の審査会をお
こないました。
この取組みは平成２１年度から始まり、大震災の影響で２３年度～２５年度

は休止したものの、２６年度から再開し今年で１１年目となりました。
福島県内の小学生を対象に、福島県名産のキュウリを育てる事で、生命を育

てる難しさ・生命の尊さを学ぶとともに、野菜を育てて食卓に届けてくれる生
産農家、食材を調理してくれる保護者、生命ある食材への感謝の気持ちを育む
ことを目的として実施しています。
全農福島から各小学校へ苗を配布し、小学校は６月～９月にかけてキュウリ

の栽培と観察を実施し、栽培終了後に①栽培日記②キュウリの料理レシピを作
成して出品をしてもらいます。今年は２６校から出品があり、厳正な審査を
行った結果、最優秀賞、優秀賞、特別賞をそれぞれ選出しました。
作品の中には「キュウリが嫌いだったけど、自分で栽培してみてキュウリが

好きになった！」というコメントやキュウリ栽培経過をスゴロクにした作品等、
楽しみつつもしっかり栽培を行い、様々な視点から栽培日誌が作られ審査員も
感心する出来栄えでした。
最優秀賞には磐梯町立磐梯第一小学校、優秀賞には２年連続で会津若松市立

謹教小学校が選ばれ、特別賞には合計１０校が選ばれました。
受賞されたみなさま、誠におめでとうございました。

大規模水稲農家の皆様へお得なご提案！

～農薬担い手直送規格について～

全農福島は農薬のコスト低減を目指し、大型規格よりも更に大きな「担い手直送規
格」を販売しています。

「担い手直送規格」はスケールメリットに加えて、完全受注生産、メーカーからの直
接配送など徹底した物流コストの削減により、価格引下げを可能にしました。通常規格
（水稲育苗箱処理剤⇒１ｋｇ袋、水稲除草剤１キロ粒剤⇒１ｋｇ袋）と比較し、約２割
～３割のコスト低減効果が期待できます。

全商品ともに予約注文期間が決まっておりますのでお早目のお問い合わせ、ご注文を
いただけると幸いです。

担い手直送規格についての「取扱い品目の内容」「配送スケジュールの詳細」などお
問い合わせはお近くのJAまでよろしくお願いいたします。

肥料農薬部 肥料農薬課

真剣に作品を確認する審査員
工夫を凝らした作品が多数

通常規格
(1kg袋)

大型規格
(10kg袋)

担い手直送規格
(20kg袋×2)※品目により規格・荷姿は異なります

最優秀賞 磐梯第一小学校の作品
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令和4年度クミアイプロパン保安講習会を開催！

燃料部 エネルギー総合課

11月16日にJA福島ビルにて、JAグループLPガス保安管理関係者を参集して保安
活動の高度化を目的とした保安講習会を開催しました。

講習会は冒頭、令和4年度ガス器具販売促進マッチレースの上位入賞者10名を表
彰しました。
次に2名の講師をお招きし、講習等が行われました。まず、福島県危機管理部消

防保安課石井主査より「保安情勢と行政指導について」の立入検査の状況と、保安
についての説明をうけました。
続いて、槇裕康弁護士より「弁護士のお仕事～身近な法律問題～」と題し、LPガ

ス事業にも関連した消費者トラブル等の身近で起きている法律の事例等をご説明い
ただきました。

今年度の講習会も、受講者に改めて保安に係る認識を深めていただく機会となり
ました。

全農福島燃料部では、引き続き保安活動の教育・指導に努めてまいります。

～飯坂小学校野菜栽培授業 修了式～

ガス器具販売促進マッチレース入賞者

現代は、日常的に農産物に触れる機会は、調理されてお皿の上に乗った状態がほとんど。
「食」と「農」が隔離されている実態にあります。

私たちの食を支える産業である農業を知ってもらうため、植え付けから収穫までを体験
し、農業の現場での様々な苦労を知り、感謝の気持ちや豊かな想像力を育むことを目的と
して、飯坂小学校２年生３７名と全農福島が一緒に授業で野菜栽培をスタートしました。

児童たちは自分の選んだ大切な野菜苗を、一生懸命管理し夏休みには自宅に持ち帰り手
入れするなど、食べ物を育てる大変さを実感したようです。

児童の中には苦手だった野菜を食べれるようになったり、スーパーに行った際はどんな
野菜が売られているか、見るようになった。との報告がありました。

引き続き、次世代へ県産農産物の必要性について学ぶ機会を増やしていきたいと思いま
す。

管理部 販売企画課(広報)

講習会の様子

石井主査による講演 槇弁護士による講演

最終戦、頑張りました！（福島ユナイテッドFC ホームゲーム）

11月20日（日）全農福島がオフィシャルスポンサーで応援している福
島ユナイテッドＦＣ（Ｊ3）のホームゲーム最終戦が「とうほうみんなの
スタジアム」行われました。
対戦相手は「愛媛FC」、互いに順位が気になる、負けられない一戦です。
愛媛県からも多くのサポーターが応援に駆け付け、スタジアムの中も熱
い応援合戦です。 結果は0-3と愛媛の勝利となり、福島ユナイテッドＦ
Ｃサポーターには残念な結果となりました。全農福島として2022シーズ
ンは、旬の農産物のＰＲを３回実施し多くのサポーターの皆さまにPRす
ることができました。

児童代表から感謝の言葉 2年生全員から御礼のお手紙


